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図書館のこと 
語学教育センタ  ー 教授 若林 俊英 
 
 図書館（図書室）について、まず思い出すのは高校の図書室。正直に言うと、開架図書にはほとんど興味
がなかった。しかし、閉架書庫には興味深い本があったように記憶している。私の出た高校は、昨年度、創
立100周年を迎えた兵庫県の田舎の学校であるが、鉱山が盛んであった時代の名残りか、他の高校にはない
ような貴重な本があった。図書室（閉架書庫）で見た本の影響で文学部の国文学科に進学したことを考える
と、高校の図書室は私にとって、非常に大きな存在であったと言えよう。 
 大学に入り、写本・版本の読み方を習った（もちろん、影印本によってであるが）。最初に授業で習った
のは『雨月物語』。次いで『土左日記（「佐」ではないことに注意）』『源氏物語』『讃岐典侍日記（さぬきの
すけにっき）』『今昔物語集』など。写本や版本、特に写本には活字本にはない世界があることを知り、とて
も嬉しくなった。活字本は、校注者の作品解釈によって漢字が当てられ、句読点やカッコなどが付けられて
いるので、作品の読みが固定化されてしまう傾向がある。しかし、写本を使えば、読点の打ち方一つで意味
が大きく変わることもあり、いろいろな解釈が可能となる。解釈の可能性が大きく広がったこともあり、ま
すます古典の世界にのめり込むことになった。 
少し話は変わるが、『和泉式部日記』という作品。学生諸君は、この作品名や作者について当然のように
受け入れているかもしれない。現在は、最古最善の伝本とされる三条西家本が『和泉式部日記』とするので、
『和泉式部日記』と称しているが、三条西家本と群書類従本を除くすべての伝写本は『和泉式部物語』とい
う書名をもっている。古い時代には「日記」と「物語」との区別が必ずしも明確ではなかったことから起こ
った混乱ではあるが、このことや内容から、執筆者は誰かという疑問も出てくる。和泉式部が書いたとする
のが穏当のようだが、他作説も根強くある。誰が書いたか、誰が書写したかなどを考えるのも何種類もの写
本を読む楽しみの一つ。 
黴臭い古写本を手にすると、思わず笑みが浮かんでくる。と書くと、ちょっと変な人のように思われるか
もしれない。しかし、私にとって古写本は宝。大学院の時、閉架書庫で重文クラスを含む膨大な量の古写本
を初めて見た時の感激は、今でも忘れない。 
図書館は宝の山。その宝を掘り起こすのは、諸君。興味が持てそうな本を手に取って、ちょっと読むだけ
でもいい。 
 
 
図書館には「和泉式部日記」などの活字本を所蔵しています。また、写本をマイクロフィルム化した
和泉式部の歌集も所蔵していますので、閲覧したい方は１階カウンター脇のマイクロフィルムリーダ
ーをご利用ください。 
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自分が選んだ本が 
誰かに読まれると 
思うと嬉しい♪ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
読んでみたいと思え
る本が見つかった 
活字に触れる機会が 
増えて 
良かった！ 
ぼくらはそれでも肉を食う : 人と動物の奇妙な関係 
ハロルド・ハーツォグ著 柏書房 
人間に食用として扱われている動物とペットとして可愛がられている動物を比較することで、人間の動物
に対する価値観が危険なものだと分かりやすく示しています。人間の生活の中に当たり前のように溶け込
んでいる動物に対する認識を改めるためにこの本は良いと思います。 
大学院 経営学研究科１年 大倉さん 
対立と共存の歴史認識 日中関係150年 
劉傑, 川島真編  東京大学出版会 
よくニュースで聞く言葉“歴史認識”。同
じ時代を経て今があるにもかかわらず、
かくも両者の意見がくい違うのはナゼな
のか、ぜひゆっくり読んでみたいです。 
薬学部薬科学科２年 椛沢さん 
いま地球には不気味な変化が起きて
いる 
クライメート・セントラル著 柏書房
地球の異常気象が他人事ではなくなっ
た今、科学についてより多くの人に知
ってもらいたいからです。 
理学部化学科２年 鈴木さん
地球経済のまわり方    浜矩子著 筑摩書房 
「風が吹けば桶屋が儲かる」のはなぜか。経済学を学んでいるというより推理小説を読んでいるような、
謎解きを楽しめる本で、初学者でも受け入れやすいと思います。 
現代政策学部社会経済システム学科２年 伊東さん 
学生選書とは図書館事務室の特設本棚から、図書 
館が購入する本を学生自身に選んでもらう企画です。
今回の選書対象資料は、6/15 に行われた講演会の講
演者・元筑摩書房社長・現柏書房代表取締役の菊池明
郎氏の推薦で、幅広い出版社から図書を用意しまし
た。選書には30名の学生が参加し、計95冊の本が蔵
書に加えられました。現在は図書館1階・階段わきの
一角で、選書コメントと共に展示しています。 
参加者のコメント
選書された本（一部） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 日経新聞社の講師による、新聞記事データベース
「日経テレコン」と雑誌の記事を検索・閲覧できる「日
経BP記事検索」の利用講習会を開催しました。レポ
ートや就職活動にも応用できるため、参加者は満員の
81名と、大盛況でした。 
 なお、当日の資料が必要
な方はカウンターへお声
掛け下さい。 
   
JDreamⅢは、科学技術（医学・薬学を含む）全分
野に関する論文情報・化学物質名などを検索できる
データベースです。 
講習会は一人一台 PC を使っての実習形式で行わ
れ、31名の方が参加しました。 
 当日の資料が必要な方
はカウンターまでどうぞ。 
を6/16～6/27に開催しました。 
就職課職員のアドバイスや、図書館にある就活支援図書やデータベースの紹介など盛りだ
くさんの内容で、1年生から４年生まで計97名の参加がありました。 
今回参加できなかった方も、上映した「就職活動のすべて」と「就職エージェント九州就
勝講座」のDVDは図書館内で視聴できます。ほかにも就職に役立つ図書やデータベースを揃
えていますので、ぜひ就職活動に役立ててください。 
 
ビブリオバトルとは… お気に入りの本を紹介し合い、一番読みたいと思った本(チャンプ本)を、観戦者から
の投票で決める知的書評合戦です。城西大学では2011年から毎年開催しています。 
 
10月上旬 学内予選会 
11月3日 最終決戦＜ビブリオバトルin高麗祭2014＞ 
詳細は後日！ 
～しおりさんとは？～ 
 おすすめ本をしおりにして紹介し、みんな
でシェアするという、学生アドバイザーによ
る読書の輪を広げる企画です。 
  
～しおりさんに参加するには？～ 
① 紹介したい本を決める →図書館にある本を選んでください。 
② 申込用紙記入 →用紙は図書館ホームページやカウンター、学生アドバイザーコーナーにあります。 
お名前はペンネームでＯＫ。学内者の誰もが参加できます。 
③ 申込用紙投函 →学生アドバイザーコーナーやアドバイザー席に置いてあるポストへ。 
④ 完成したら図書館で配布! →翌月には出来上がります。 
参加者募集中です!! 気になる方はカウンターまたは学生アドバイザーまで。 
しおりでつながる読書の輪 
「しおりさん」始めました 
 表 
 裏 
7月の開館日               8月の開館日  
日 月 火 水 木 金 土  日 月 火 水 木 金 土 
  1 2 3 4 5       1 2 
6 7 8 9 10 11 12  3 4 5 6 7 8 9 
13 14 15 16 17 18 19  10 11 12 13 14 15 16 
20 21 22 23 24 25 26  17 18 19 20 21 22 23 
27 28 29 30 31    24 25 26 27 28 29 30 
        31       
9月の開館日 
日 月 火 水 木 金 土  
 1 2 3 4 5 6  
7 8 9 10 11 12 13  
14 15 16 17 18 19 20  
21 22 23 24 25 26 27  
28 29 30      
 
●試験期間2週間前から試験終了（7/15-8/5の土日を除く期間）は8：30に開館します。   
テスト前にも勉強したい学生の皆さんのために1階から4階までを30分早く開館します。 
なお、追再試期間については通常どおりの開館時間となります。 
●試験期間中はシラバス図書が一時貸出停止になります。                 
＜貸出停止期間＞7／29（火）～ 8／5（火） 及び9／8（月）～ 9／13（土） 
 
●7/21(月)～9/12(金)は夏期長期貸出期間です。                      
☆返却期限日 9／27（土） ☆長期貸出対象者 大学1～3年生・短大1年生・別科生 
☆対象資料 図書（シラバス図書は除く）※雑誌・AV資料は長期貸出の対象外です。 
 
 
■6月2日 埼玉県大学・短期大学図書館協議会幹事会が本学で開催されました。 
■6月3日 日経テレコン講習会を開催し、81名の学生が参加しました。 
■6月6日 平成26年度日本薬学図書館協議会定期総会、館長・司書および主務者会議に出席しました。 
■6月13日 平成26年度埼玉県大学・短期大学図書館協議会総会・講演会が本学で開催されました。 
■6月14日 平成26年度私立大学図書館協会東地区部会総会・館長会・研究講演会に出席しました。 
■6月15日 オープンキャンパスで89名の方が図書館を見学しました。 
■6月17日 日本医学図書館協会・日本薬学図書館協議会雑誌問題合同委員会に出席しました。 
■6月19日 平成26年度第1回JURA運営委員会を開催しました。 
■6月26日 
図書館と県民のつどい埼玉2014実行委員会に参加しました。 
JDreamⅢ利用講習会を開催、31名の学生が参加しました。 
情報セキュリティ講習会に参加しました。 
■6月30日 特別講演会に参加しました。 
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図書館彙報 
図書館開館時間 
 
□＝9：00～21：00 
□＝8：30～21：00  
■＝9：00～19：00※  
■＝9：00～17：00 
■＝休館日です 
８月１０日は全館停電のため休館となります 
※８月6～30日の夏期短縮開館時は５-９階は節電のため閉室します 
